
４月当初 在宅勤務・在宅学習開始時の取り組み 

２０２０年４月１６日 

クレメンティ校 

 

在宅勤務・在宅学習が始まり、職員・児童は共にこれまでの Face to Face、モノを

介在したコミュニケーション・授業が困難となった。それでも、在宅勤務・在宅学習

において高いパフォーマンスを上げることができるように、クレメンティ校では、現

在、次の２つの視点から様々な手立てを講じている。 
 

視点１ 「在宅勤務」において職員のパフォーマンスを引き出すＩＣＴの活用法 

視点２ 「在宅学習」において、学習効果を高める学級経営・学習指導 
 

この視点に基づく手立てを、ＩＣＴ担当の森角がシステム面から、各学年主任が学

級経営・指導面からバックアップしている。 

 

１ Google Classroomへの情報の一元化 

４月当初、Netcommonsを活用して、職員間の情報共有を行っていた。そこに、今

回の突然のサーキットブレイカーの発動により、十分な職員のＩＣＴ研修を行う間も

なく在宅勤務がスタートすることとなった。そこで、在宅学習の核となる Classroom

の有効な利用法を職員に効率よく学んでもらうため、また、G Suite コンテンツの

Google drive、Meet、Document、 Spreadsheet、Slide等の共有・共同作業の機能

を十分に生かすため、職員の情報集中先を Classroomに一元化している。 

 

【必要な情報や提出物は全て職員用 Classroomにて行う】 

 

２ 出欠報告シート 

児童の出欠確認は Classroom 内で行っている。出欠の状況を効率よく集計するた



め Spreadsheetを共有して出欠の報告を行うようにしている。 

 

【出欠の確認がとれない場合は、すぐに担任がコンタクトをとる】 

 

３ 在宅学習報告シート 

Classroom だけでなく、Meet やすらら、スタディサプリなどの新しいソフトウェ

アの活用方法や在宅学習の在り方について、優れた実践をスピード感をもって拡散さ

せていく必要があった。そのために、無理のない情報共有と職員の実践へのモチベー

ションを高めることを重要視した。 

同学年ではほぼ同じ実践をしているため、他学年間の実践が効率よく化学反応が起

きるようにするために、Spreadsheetの１枚のシート上に全学年の実践がずらりと並

ぶようにした。つまり、他学年の実践にいつの間にか目を通し、異学年間の切磋琢磨

が自然と生まれるようにしている。 

また、毎朝の職員朝会の中で、報告書に記された優れた実践や気付きを紹介するこ

とで、職員に価値づけたい方向性を共有したり、自分の実践が評価されていることを

自覚させたりし、実践へのモチベーションを高めている。 

 
【１枚のシートに全学年の実践がリアルタイムで書き込まれていく】 



４ 時間割共有シート 

 全学年の時間割を Spreadsheet に直接記入させることで、時間割の全体把握が行

いやすくしている。また、所属児童が複数の学年にまたがる特別支援学級の職員が時

間割を作成する際にも各学年の時間割の参照が簡単にできるようにしている。 

 

 

【全学年の時間割をブック１つで共有】 

 

５ 毎朝の職員朝会 

 職員全員と顔を合わせることは在宅勤務において非常に重要な要素である。毎朝、

8:00よりMeetによる職員朝会を実施することにした。授業だけでなく職員朝会でも

Gridview の機能を使い、情報伝達だけでなく、互いの顔を見ることで健康状態の把

握にも努めている。 

 職員朝会や主任会などの会議の議事録は Documentで作成し、リアルタイムで書き

込み、共有できるようにしている。 

 

【左：毎朝の Meet による職員朝会】    【右：リアルタイム議事録】 



６ 朝の会からの在宅学習のスタート 

  年度当初から在宅学習に突入したため、学級担任と児童はもちろんのこと、学級の

児童同士も互いをほとんど知らない状態である。そこで、毎朝の在宅学習のスタート

を Meet による朝の会から始めることにしている。児童の健康観察や諸注意だけでな

く、担任がちょっとしたゲームをしたり、絵本を読み聞かせしたりするなどして、担

任と児童の交流、児童同士の交流を深め、よりよい学級経営に努めている。 

 

【児童健康状態や本日の学習内容を確認し、担任や級友とのふれあう朝の会】 

 

７ ｅラーニング教材「すらら」や「スタディサプリ」の活用 

アニメーションによる学習内容の説明や間違えた問題にもきめ細やかなサポート

が提供されるｅラーニング教材「すらら」や、授業動画配信サービス「スタディサプ

リ」を活用した在宅授業に取り組んでいる。 

これらｅラーニング教材のレッスン内容を指定して児童に取り組ませるだけでな

く、課題の出し方を工夫したり、チャットを活用した質疑応答などを組み合わせたり

した在宅学習に取り組んでいる。 

週３回の学年主任会では、これらｅラーニング教材の活用法について、各学年の実

践を共有し、より効果的な指導法の研究を行っている。 

また、これらのｅラーニング教材を活用個別最適化学習や反転学習へどのように生

かすことができるかについても模索中である。 



 

【アニメーションで学習の「すらら」】  【授業動画配信の「スタディサプリ」】 

 

７ 各学年の実践例【４月１６日（木）各学年の在宅勤務報告より】 

１年生 

子どもたちも親も MEET に慣れてきたようで、時間内のログインや出席提出が確

実になってきた。また、子どもたちが積極的にハンドサインをするようになり、つな

がりを感じられるようになってきた。 

 10:20からのMEETでは、ぞうきん絞りと手洗いの仕方を確認して、実際にやって

きてもらった。しぼってきた雑巾や洗ってきた手を嬉しそうに見せていて、みんなか

わいかった。ただ、話を聞くときの姿勢の保持や集中が難しいようである。オンライ

ンであっても細やかに声を掛けてできるまで待ったり、話を聞いていれば分かる問題

を話の後に出したりして少しでも規律が身に付くように意識付けしていきたいと思

った。 

 

２年生 

 11時 50分からのミートで学習の内容振り返りでは、算数教科書を使って行ってみ

た。お手本を示し、「同じような問題を作ってみましょう。」挙手した子に、マイクを

オンにして答えを発表させた。友達の声が聞こえることに喜んでいた。マイクの使い

方を理解し始めている。Meet ボタンを使って入れない子がいたので、説明また明日

必要である。午前中の学習のリズムが分かり、4 時間がんばっている様子が伺えた。 

 

３年生 

朝の meet では、１２人の子どもたちの声を順番につなぐことができた。今日の出

欠確認は、ボタンの押し忘れがなく、全員の出席を確認できた。 

途中の meet では、クラスルームの移動の仕方を説明した。固定画面表示の機能を

使って説明しながら、理解できた子から退出して、英語科の授業を受けるように指示



をした。１回で理解できた子が２４人。残った７人には、全員がマイクをオンにさせ

て、分からないところで自由に発言するようにした。７人程度であればつぶやきが拾

え、その都度「返事してね。」「ここもう１回やろうか？」と丁寧に説明することがで

きた。担任の固定画面が閲覧できない子が１人残って３回目の説明をした。「画面は

見えないけど説明通りやってみます」と自分で試みることにし、クラスルームにも無

事に入れた様子。 

クラスルームの移動、タブの変更、meet の接続を切るというような、細かい操作

を一つひとつに不安を感じている子がいることが分かった。この機会に、スモールス

テップで確実に教えていき、ICT操作に慣れさせることが、長期化が予想される在宅

学習を自分で取り組むべースになると思った。 

 

４年生 

朝の meet では、マイクをオンにして一人ずつ呼名して返事を聞くことができた。

音声がよく聞こえない場合もハンドサインで教えてくれたので漏れなく確認できた。

毎朝のなぞなぞタイムは、正解を伝えるとパッと笑顔になったり、恐らく「やった！」

と言っているであろう姿が見られたりして微笑ましかった。８時半に間に合うように

少し早めに meet に入って始まるまで待っている子が多く、子どもたちなりに生活や

学習のリズムを心がけていることが感じられた。午後の時間も有効活用するよう伝え

たので、その後の様子なども追々子どもたちに聞いていきたい。 

 昨日と比べ、算数の最初に meet に入ってくることがスムーズだった。こちらの指

示を聞いてノートに書いたり復習ページを読んだりする姿を見て、学習状況をその場

で確認できるのは担任として安心感があった。課題になるとどうしても読んで答える

活動が多くなるため、読むことが苦手な児童にとっては、時間内に課題を終わらせる

のはなかなか難しいのかもしれないと感じた。課題を載せて個々で取り組ませるもの

と、meetにつながって指示を聞いて取り組むものとのバランスを考えていきたい。 

 

５年生 

体育の授業では、クラス全員がMeetに入り、音楽を流して体操をすることができ

た。グリッド画面を通して、子どもたちの動きを把握することもできた。今日はカメ

ラの前で動いてほしかったため、子どもたちには上半身だけの動きでもよいことを伝

えた。 

算数と社会の授業では、授業の始めと終わりにMeetで発言の機会を与え、クラス

で問題の解答を伝え合うことができた。しかし、算数と社会の授業ではクラスの中で

数人がMeetに参加しそびれており、誰が参加していなかったのか、さらにその原因

は何なのかを把握することができなかった。 

授業の始めと終わりにMeetを取り入れる場合、クラス全員を必ず参加させる必要

があるのかを検討したり、全員を参加させるための手立てを考えたりする必要がある

と思った。次回の家庭科の授業では、45分間Meetへの接続を維持させることで、全



員参加を目指したい。 

 

６年生 

今日は meet で子どもたちとつながる時間を昨日より増やした。朝の会、授業間、

帰りの会の計 5回。朝の会と帰りの会では教師からの連絡や、学習に関する質問を受

け付ける時間とした。 

授業間は子供たちが自由に会話をできるように投げかけた。自由に会話ができるこ

とで、みんなを笑わせようとする子が出てきて、クラスが明るい雰囲気となった。し

かし、家庭のWi-Fi環境が悪いところは、フリーズしたり落ちたりしてしまう。一斉

授業で取り入れるのは難しそうである。 

理科でスタディサプリの問題を解かせ、classroomで課題を完了したことを報告さ

せた。こうすることで、理解の浅い子をスタディサプリの管理ページから確認し、個

別にコメントを送信し、学習のサポートをすることができるようになる。 

算数では、スタディサプリの動画で学習をしたあと、教科書の練習問題に取り組ん

だ。ノートに答えを書いた後、ドキュメントに記入、提出させた。教師が答え合わせ

をし、理解の浅い子には個別にコメントを返すことができる。（通常の丸付けよりか

なり時間はかかるが、コメントを通して子どもたちとつながることができる。） 

児童もスタディサプリと教師からの課題をミックスした授業に慣れてきており、こ

ちらもフィードバックができるようになってきている。 

六年部は今後、ノートを写真に撮らせて提出させたり、meet でのグループでの話

し合い活動を入れたりした授業を計画している。インターネットトラブルがあっても

対応ができるように、Meet は朝の会、休憩時間、帰りの会、そして授業の中で効果

的に使える場面にとどめていく。 

今後も児童が効果的に学べるよう、今できているスタディサプリを利用した学習を

継続して行いながら、教師と児童の繋がり、児童同士の繋がりがよりできるようにア

ップデートをしていきたい。 


